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光検出器が利用できないほどの高線量率空間における線量測定は、(i)高線量率場に設置したシンチ

レータの発光を、(ii)光ファイバーで低線量率空間まで伝送させ、(iii)光検出器で検出する遠隔線量計に

より、その遂行が期待される[1]。遠隔線量計用のシンチレータ素子としては Cs2HfI6や Cr:α-Al2O3 (ruby)

などの結晶が検討・開発されてきた[1–3]。一方で本研究では、γ 線に対する阻止能が既存のシンチレ

ータ素子を凌駕し、近赤外発光を有する新規材料「Yb添加 La2Hf2O7 (Yb:LHO) 結晶」の開発に取り組

んでいる[4]。現在は組成や光学特性等について 2 mm3程度の Yb:LHOシンチレータ結晶の特性評価を

進めており、その進捗を講演する 

2418℃と非常に高い融点を有する Yb:LHOを、Core heating (CH)法 [5]を用いてその結晶の育成に成

功した。Yb:LHO結晶について、その組成を Electron probe microanalyzer (JXA-8530, JEOL)により、フ

ォトルミネッセンス(PL)等を積分球(C9920-02G, Hamamatsu Photonics KK.)を用いて、それぞれ調べた。

さらに、γ線による 0.0014–2.1 kGy/hの線量率空間における Yb:LHO結晶の発光特性を、京都大学複合

原子力科学研究所の約 77 TBqの 60Coを用いて、既存の赤色発光体である rubyと比較しながら調べた。 

育成したYb:LHO 結晶にXeランプを用いて 883, 906ならびに 916 nmの励起光をあてたところ、
2F5/2→2F7/2遷移による Yb3+由来のシャープな発光ピー

クを観測した。Fig. 1にγ線照射実験で各線量率空間に

対して得られた Yb:LHO と ruby の発光強度を示す。

Yb:LHOのダイナミックレンジの下限値は rubyと同程度

の 0.18 kGy/hであることが分かった。また~1 kGy/hでの

信号対ノイズ比(S/N比)を rubyと Yb:LHOについて比較

すると、Yb:LHO は高線量率下で遠隔線量計に用いられ

るシンチレータの有望な候補となることが示された。 
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Fig. 1. Relationship of the intensity versus 

dose rate (60Co gamma-rays) 
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